
R7年度研修 評価     

研修名 訪問看護従事者研修会（新任者編）公開講座 

領 域 訪問看護 会場 
新潟県看護 

研修センター 
受講料 

会 員：2,200円 

非会員：6,600円 

対 象 

募集数  応募数  受講数  会員数  非会員数 

第 1回： 20名   7名   7名    6名   1名 

第 2回： 20名   13名   13名     8名   5名 

第 3回： 20名  19名   18名    12名    6名 

第 4回： 20名  14名   13人    12名    1名  受講延べ 51名 

日 時 
令和 7年 5月 31日（土） 6月 28日（土） 7月 12日（土） 9月 6日（土） 

 9：30～11：30または 9:30～15：30 

ねらい（目標）  訪問看護に関連する知識や技術を理解、修得し、実践に活かすことができる 

講 師 

1須田真奈   新潟県福祉保健部高齢福祉保健課在宅福祉班 

1由良叡識   新潟県福祉保健部地域医療政策課地域医療整備室 

2瀬崎 学   済生会新潟県央基幹病院 リハビリテーション部 係長           

呼吸専門理学療法士 

3佐々木祐子  新潟青陵大学大学院看護学研究科 教授 

4布川元子   たちかわ訪問看護ステーション 管理者 訪問看護認定看護師 

内容・方法 ○講義    １日 2～5時間 講義、グループワーク、演習 

結 果 

 

 

○受講割合 

第 1回：35.9％ 第 2回：65.0％  第 3回：90.0％ 第 4回：65.0％             

平均：63.8％                【第 3回のみ達成・未達成】 

○アンケート結果 

 ・理解度 100％                 【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度または研修目標の修得度  100％ 

【達成・未達成】 

○受講者の意見 

 ・実技中心だったため、実践的で分かりやすかった。 

 ・日々実施している技術とそのアセスメントについて振り返ることができた。 

・事例などを交えてグループワークができたためより理解が深まった。 

評 価・総 括 

○目標達成の評価：【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

 ・各研修が訪問看護の実践に即活かせる内容だったとの意見が多く、新たな知

識の学びと技術を修得する貴重な機会となった。また、今回の研修目的、ね

らいの達成度は各回研修において、「達成できた」「大体達成できた」で

100％を占めており、研修会の目標は達成した。 

○総括  

 ・訪問看護過程の基本と利用者の状態を適切にアセスメントし安全にケア・技

術を提供していくための知識・技術を学ぶことができ、訪問看護の実践に直

結する有益な研修であり継続していきたい。 

 ・「地域包括ケアシステム」「地域医療構想」の項目については参加者数の割合

が低い。アンケート内容から実践的内容を希望する受講生が多く、また満足



度も高いため、次年度は項目を変更することも検討していく。 

課 題 

・アンケート回収率が平均 72％に留まっている。100％回収を目指し、公開講

座参加者に届くアナウンスが必要。アンケート結果から幅広い意見・要望を

収集し、より充実した研修内容にしていきたい。 

担当者 訪問看護推進委員 

 
 


